
 

 

  

自然災害時における登校 
 

１ 強風・大雨・降雪・台風・地震等の自然災害のいずれの場合も、安全を最優先すること。 

２ 事前に具体的な指示があった場合は、その指示に従って安全に対処すること。 

３ 直前日が長期休業や週休日・休日等にあたり事前に指示がない場合や、状況が急変した場合等は、

以下のように対処すること。 

〇 気象情報による判断 

  ア 午前６時の気象情報により、自宅又は学校所在地域（福岡市東区）に警報が発令されていても、

通学手段として利用している公共交通機関が運行している場合は、安全を確保し登校することを

原則とする。自転車等通学生徒も前記に準じて判断する。ただし、保護者等の判断により安全確

保が難しい場合は、その旨を学校に連絡し、自宅待機とする。 

  イ 午前６時の気象情報により、自宅又は学校所在地域（福岡市東区）に警報が発令されていて、

かつ通学手段として利用している公共交通機関が途絶している場合は、１１時まで自宅待機とす

る。自転車等通学生徒も前記に準じて判断する。 

  ウ 午前１１時の気象情報により、自宅及び学校所在地域（福岡市東区）の警報が解除され、通学

手段として利用している公共交通機関が運行している場合は、安全を確認して登校する。自転車

等通学生徒も前記に準じて判断する。ただし、保護者等の判断により安全確保が難しい場合は、

その旨を学校に連絡し、自宅待機とする。 

  エ 午前１１時の気象情報により、学校所在地域（福岡市東区）に警報が発令され、通学手段とし

て利用している公共交通機関が途絶している場合は、終日自宅待機とする。 

  オ 天候の急変や早朝時で、学校の HP が確認できず電話での連絡もできない場合、または地震等

の緊急事態が発生した場合においては、まず保護者等が判断し、安全の確保を最優先すること。 

    その後、安全を確保できる状況になれば登校し、できない状況であれば出席扱いとするので学

校へ連絡すること。 

  ※ 警報は、暴風・大雨・洪水・大雪のいずれかとする。特別警報も含む。 

〇 避難勧告等による判断 

   地方自治体から、ＴＶ・ラジオ・ＳＮＳ等を通じて避難勧告等が発令された場合は、安全を最優

先して、避難・自宅待機・登校等の判断を自ら行い、行動すること。 

〇 交通機関の確認 

  ア ＪＲ等、通常使用している交通機関が運転を見合わせている場合は、運転再開まで自宅待機と

する。 

イ 午後１１時の時点で、ＪＲ鹿児島本線で運転を見合わせている場合は、休校とする。 

〇 その他 

緊急メール・Googleclassroom・学校のＨＰ等を随時確認し、情報収集をして対処すること。 

 


